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特集

看護DXに求められる人材像
病院運営の今後の鍵を握る「看護DX」を推進する看護人材像とは，どのようなものか。知識
としては医療情報関連の大学院や学会による学位・資格取得も有意義である一方，大きな方
向性を捉えた推進が重要なDXにおいては，コンサルタントやデザイナーとしての資質も求めら
れるという。� �
この特集では，医療・介護DXの展望とともに，看護現場におけるICT利用の在り方や課題
について，トップマネジメントによる本質の捉え方から，現場の業務での実事例を紹介。看護
DXに必要なマインドやスタンスを考え，「求められる人材像」を描く。

看護とDX のよりよい未来への展望◉瀬戸僚馬
DX のための組織づくりと人材育成◉田中いずみ

【システムを担当している看護師視点での具体的な取り組み】 
DXと看護現場をつなぐ業務の実際◉松尾葉月
情報担当看護師としての経験と実務◉後藤佳子
外来における注射の照合・実施登録にスマートフォンを用いた 
バーコード投薬管理を導入した事例◉西田菜都子

【パネルディスカッション】 
看護 DX に求められる人材像を考える 
◉瀬戸遼馬／田中いずみ／松尾葉月／後藤佳子／西田菜都子

特別記事

東邦大学医療センター大橋病院の取り組み 
看護師が誇りを持って働くための理念と実践◉安藤弓子／大森礼織
新年度 110 名のスタッフ異動─その意図と成果を振り返る 
◉鉄谷祥子／加納江利子

巻頭シリーズ

臨床と研究をつなぐ 
若手研究者から看護管理学の発展に向けて 
◉井上真帆

看護管理者の皆さまのための生
涯学習サービス「看護管理 まな
びラボ」のコンテンツがますま
す充実しました。下記 Webサイ
トを，ぜひチェックしてみてくだ
さい。
https://kanlabo.igaku-shoin.co.jp/

「看護管理 まなびラボ」更新中！

長の田中いずみ氏にお話を伺いました。「暮らし
の中の協奏」という今回のテーマに込められた
思いを聞くうちに，病院という枠の中だけでは見
えにくいものに，改めて気づかされました。患者
さんを「入院してくる人・退院していく人」と切
り取るのではなく，地域の中で暮らすその人とし
て捉え，地域全体で支えていく。そのために，看
護師を含めた多職種が専門性を発揮しながら
協働し合う。その視点が，これからの看護管理
には欠かせないのだと感じています。▶なお，田
中氏が編著を務める書籍『協奏する看護組織
をつくる』（医学書院刊）も，学会に合わせて刊
行予定です！　会場で見かけた際は，ぜひお手
にとっていただければ嬉しいです。� （福島）

▶巻頭から特集まで，本号の裏テーマは「身体
的拘束最小化」でした。ホットトピックでもあり，
看護管理の力，そしてデータによる可視化によっ
てケアが変わり得る，最たるものなのだろうと感じ
ました。生活でも仕事でも，大人になるほど「慣
習となっていたことを，しないようにする」ことの
ほうに難しさを感じます。成熟しつつある組織で
あるほど，EBPが必要なのかなとも想像しまし
た。診療報酬でも身体的拘束最小化が促され，
取り組みがいがある一方で，継続的な教育や周
知スキルも必要になりそうです。本誌でも近く特
集を企画したいと考えています。� （米沢）
▶本号のNAレポートでは，8月 22 日（金）・
23 日（土）に札幌市で開催される第 29 回日
本看護管理学会学術集会について，学術集会

編集後記

726     看護管理 Vol.35 No.08 2025

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
02
5 

2026/09/26 14:11:44


